
８
月
４
日
、
党
市

議
団
は
石
川
市
長
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

に
関
す
る
緊
急
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。７

月
に
入
っ
て
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
急
拡

大
は
、
き
わ
め
て
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
春
日
部

市
で
も
、
８
月
５
日

現
在
累
計
で
83
人
の

感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
市
民
の
中

に
大
き
な
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

７
月
28
日

志
位

和
夫
委
員
長
は
、
安

倍
首
相
に
、
「
日
本

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
人

口
比
で
の
実
施
数
は
、

世
界
で
１
５
９
位
で

あ
り
、
こ
の
異
常
な

遅
れ
は
、
ど
ん
な
言

い
訳
も
通
用
す
る
も

の
で
は
な
い
。
政
府

が
、
自
治
体
、
大
学
、

研
究
機
関
、
民
間
の

検
査
会
社
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
検
査
能
力
を

総
動
員
し
、
す
み
や

か
に
行
動
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
る
。
」

と
、
緊
急
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
感
染
急
拡

大
を
抑
止
す
る
に
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
大

規
模
に
実
施
し
、
陽

性
者
を
隔
離
・
保
護

す
る
と
り
く
み
を
行

う
以
外
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
春
日
部
市
で

も
独
自
に
取
り
組
む

よ
う
求
め
ま
し
た
。

党
市
議
団

石
川
市
長
に

コ
ロ
ナ
対
策
で
「
緊
急
要
望
」

6月1人、7月42人

「発熱外来」を拡充しＰＣＲ検査を！

感染者が急増

石川市長に「緊急要望書」を手渡す党市議団(1名欠席)

左から、並木、大野、石川市長、松本、うづき、今尾
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新型コロナ対策に関する緊急要望書
１ 市が設置した臨時の「発熱外来」を急いで拡充し、医療

機関、介護施設、福祉施設、保育所・幼稚園、学校、市役

所、消防署など、集団感染によるリスクが高い施設に勤務

する職員への定期的なＰＣＲ等検査を行うこと。必要にお

うじて、施設利用者全体を対象にした検査を行うこと。

２ 下記のことを、国・県に強く要望すること。

① 検査によって明らかになった陽性者を、隔離・保護・

治療する体制を、緊急につくりあげること。

② 無症状・軽症の陽性者を隔離・保護するための宿泊療

養施設の確保を緊急に行い、自宅待機を余儀なくされる

場合には、生活物資を届け、体調管理を行う体制をつく

ること。

③ 中等症・重症のコロナ患者を受け入れる病床の確保を

行う。新型コロナの影響による医療機関の減収補償は急

務である。減収によって、医療従事者の待遇が悪化する

などは絶対に許されない。医療従事者の処遇改善、危険

手当の支給、心身のケアのために、思い切った財政的支

援を政府の責任で行うこと。（全文は党市議団ホームページ）



８
月
４
日
、
党
市

議
団
は
石
川
市
長
に

「
公
共
施
設
の
使
用

料
軽
減
を
求
め
る
要

望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、

文
化
施
設
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
取
り
組
み
が
施

設
の
使
用
制
限
で
中

止
ま
た
は
、
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、
施
設
の
使

用
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
感

染
防
止
対
策
が
義
務

づ
け
ら
れ
利
用
人
数

が
定
員
の
半
数
に
制

約
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
数
制
限
が
さ
れ

た
も
と
で
施
設
使
用

料
が
こ
れ
ま
で
通
り

で
あ
る
こ
と
は
、
使

用
料
値
上
げ
に
あ
た

り
ま
す
。
例
え
ば
、

会
議
室
は
こ
れ
ま
で

よ
り
広
い
部
屋
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ホ
ー
ル
で
の
文
化
行

事
開
催
は
採
算
性
が

厳
し
く
赤
字
覚
悟
の

開
催
判
断
が
迫
ら
れ

ま
す
。

人
間
の
営
み
の
な

か
で
集
会
や
会
議
は

も
ち
ろ
ん
、
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
活
動
は
活
力
の

一
要
素
で
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
特
殊
事
情

に
鑑
み
、
次
の
２
点

を
要
望
し
ま
し
た
。

①
施
設
使
用
料
を
減

額
し
て
く
だ
さ
い
。

②
入
場
制
限
50

％
な

ら
使
用
料
金
を
半
額

に
す
る
な
ど
、
金
額

設
定
を
見
直
し
て
く
だ

さ
い
。
（
全
文
は
党
市

議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

石
川
市
長
は
「
受

け
た
ま
わ
り
ま
し
た
」

と
答
え
ま
し
た
。

人数制限で利用者に負担増、開催断念も

「公共施設の使用料軽減を」要望
入場制限５０％なら使用料金は半額に
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並木としえ℡737-4576 大野とし子℡746-6136 今尾やすのり℡761-3676 坂巻かつのり℡752-6025
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公共施設の使用料制限状況（例）

■市民文化会館

部屋区分 従来の定員 利用可能人数

大ホール 1500席 750名以下

小ホール 401席 200名以下

大会議室 153名 54名

中会議室（１） 108名 36名

中会議室（２） 34名 17名

小会議室（１） 30名 18名

小会議室（２） 51名 18名

■中央公民館

施設等の名称 本来の定員 7/10～新定員

体育館 410名 205名

ステージ 50名 25名

講 堂 351名 175名

大会議室 66名 33名

ギャラリー 200名 100名

和室ふじ 36名 18名

人
数
制
限
は

実
質
的
な
値
上
げ

春日部市の「コロナ患者の発生」状況 8月5日現在

人数 年齢 性別 主な職業

３月 9人 20～80歳代 男4人 女5人 学生、会社員、自営業、無職

４月 18人 20～70歳代 男9人 女9人 学生、会社員、保育士、無職

５月 3人 50～90歳代 男1人 女2人 会社員、無職

６月 1人 20歳代 女1人 会社員

７月 42人 未就学児～80歳代

男27人 女15人 会社員 アルバイト、接客業

パート、飲食業、医療従事者

学生、無職

８月1日 2人 10・30歳代 男1人 女1人 学生、会社員

2日 1人 未就学児 女1人

3日 0人

4日 6人 10～40歳代 男5人 女1人 警察官、アルバイト、学生

5日 1人 30歳代 男1人 会社員


